
Critical Magnetic Relaxation

富 田 和 久 (京 大)

§1. 問題意識

相転移に際して長波長の熱力学的量は singul繁棒 振舞を示し･転移点のI

上下か断絶しているようたみえる｡しか し,短波長の量の dynamicな振舞
ノ

は必ず しもそうでないO そ こで,後者の様な量の振舞を触 りrTして,一見断

絶 している様にみえる高温側と低温側の関係 をつけよ うとするのか,最近の

考え方 である. (1)この様な dynamic round aboutそのものに注意を向け

た例 としては,常磁性層における集団的モー ド･(e.g.Sloppy spin-

waues) かあり,(2は たBraggmode そのものの連続性に反映する結果

を問題する例 としては,ス ピンの異常拡散 ( e.dynamicalscaling

analysis) をあげることかできる｡いずれについても,中性子散乱の方

法によって,実験的に具体例か報告されつ ゝある｡

§2.理論的方法

観測する量は spinの canonicalcorrelation¢ss駄･t)こくSk(t);
S=ka(O)) のフーリエ変換Ⅹss申･a,)と考えてよい. これを求める近似的方

法としては,(1日 ine centre,又は長時間の振舞を Stochastic に級か

う現象論,(2日 ine wing,又は短時間の振舞を dynamicに政か うモーメ

ン ト法かあるか, (3)両極端を自然につなぐことか現在の課題であり,幾つか

の近似方法か考え られてい る.考え方 としては,現象論につなか る一般形

Ⅹss駄･Q))
Ⅹss(k.a)) 1=一一･一････一････-
¢ss冬 ･o) 抽十rssrk･Q))

α

にみ られる様に,展開のすべての決定するgenecating kernelγ(礼a))

与えられた紙面では詳細をつくしがたいので,次の文献を参購していただきたい｡

(原研中性子非弾性散乱研究会報告 くけ)JAERI1157,､p 80(1968))
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を定めることが一般方 針となる｡ たれは物理的にいえば,ス ピン間の相互作

用の全般 的効果を一個のス ピンに俺用する局所場とい う形にまとめ上げた事

に相当するが, γ(k･60)昼 dynami 占～な効果 草で含むめで,一般にWに依存

し,且つ cnmple■Ⅹ である｡ ("dynamicmol･ecular fieldつ

γss(k･a))紘,ふたたび So′(Soの random part) を用いて

rss準･QJ) =
¢昌三世･o)

Oss(k10)

ⅩS',S',(W)

の形に書かれるので, 1)逐次のモーメン トを計算してスペク トルを再現 しiiZI

ようとする方法, 2)モーメン トを分解して,適当の部分を抽出する方法,

さらに 5), 高次のクラスターの correlation func､tion を"de'coupte廿

して,低次のクラスタ-に作用する ".dynamic local field qにす りか

える方法等か提案されてい る｡
′

§5. Decoupling の方法に よる結果

uniform mode(叫 )につい ては,強磁性結合 の場合のcriticalslowing

down,反強磁性結合の場合の critical speeding up か,線形を含めて

えられる. k串 0の場合に示 ､ては,繰形かa)-Oをpeak とする単純な分
㌔

布からずれ て,有限のa)に peakを生ずる傾向かあらわれ るo これは sloppy

spinwa･veに対応するものと解釈され る｡

奮4. モーメン トの計算とこれに基 く考察

従来,モーメン トは高温の極限でや み求め られ ていたか,任意の温慶にお

いてモーメンートを計算することを試みた｡ (ノ､イゼツベルク模型につむ.､て 2

次及び 4次のモT-メソ トを計算したJ).この結果 (Figl,iFi離 参照)は種

々に利用 され るであろうか, さし当って次の様な ことが み とめ られ る.

(1)Kin印Iatic及び漣her血odynamic slowing down の存在は, 2次モー

メン トにも, 4次モーメン トにも明白にあ らわれてい_るO (Fi-gl.)_(2)Line

の形は 2次 と 4次のモーメ ン トの絶対値ではな く,相対 的な関係上支配され
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